
福島県双葉郡教育復興ビジョン キーワード

① 双 葉 郡 独 自 の 魅 力 的 な 教 育

地域を題材に8町村でともに取り組む探究的な学習
「ふるさと創造学」や中高一貫校の設立など、
次代を生きる子どもたちの学びの場を広げます。

② 地 域 や 多 様 な 人 々 と の 協 働

子どもと地域との出会いを大切にします。
実践的な学びは地域を勇気づけ、多様な人々との
関わりは子どもたちの学びを充実させます。

③ 教 育 を 通 じ た 絆 づ く り

学校を中心に町村や世代をこえて交流し、
未来につながる仲間やコミュニティが生まれます。
ふるさとへの誇りが、地域の絆を強くします。
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双葉8町村で取り組む教育復興 主な取組
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町村合同

町村連携

合同授業・行事等

ICT活用（ICT活用・広報委員会）

各校におけるICT活用促進サポートや遠隔合同授業等の推進、情報交換

震災後の子どもたちの学びを守り、未来を生きる強さを持った人材に育てることを目指して策定された「福島県双葉郡教育復興ビジョン」（2013年7
月31日策定）を踏まえ、ふるさとの復興や持続可能な地域づくりに貢献でき、その取組を世界へ発信していく能力をもつ人材の育成、地域と連携した
実践的な学びを通した教育と地域復興の相乗効果の創出、学校教育の質および教師力のさらなる向上、地域における教育の魅力化を目指す。
また、「町村、校種を超えた地域における新しい教育」の成果を広く波及させることねらいに、実践内容やその成果を積極的に発信していく。

ふるさと創造学

＜生徒会連合制作ページ＞

各校で総合的な学習の時間を中心に取り組んでいる、
地域の「ひと」「もの」「こと」を材にした探究的な学び。

＜R5実践事例集制作＞

ふるさと創造学教員研修会
教職員による双葉郡子供未来会議

郡内教職員の指導強化、「ふるさと創造学」を含む
双葉郡独自の魅力的な教育の更なる充実、発展を目指す。

小学校絆づくり交流会
（絆づくり実行委員会）

アイスブレイク、ミニ運動会等の交流を通して町村の垣根
を越えた仲間づくり。教職員だけでなく、ボランティアの
中高生の実行委員が小学生の活動をサポート。8月開催

広報誌「ふたばの教育」
（ICT活用・広報委員会）

各校から写真
やテキスト等
の素材を持ち
寄って制作。
県内外へ双葉
郡独自の魅力
的な取組を発
信。
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双葉郡地域学校協働本部

学校
（地域連携
担当
教職員）

学校と地域・企業・団体を
つなげて学校をサポート

講師・ボランティア
を希望する人や団体

各町村地域
コーディネーター

本部
コーディネーター

＜事業リーフレット＞

ふたば生徒会連合
（ふたば生徒会連合担当委員会）

中高生交流会
FUTABA 1 DAY SUMMER SCHOOL

（中高生交流会実行委員会）
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未来
会議

子供と大
人が共に
双葉郡の
教育復興
や未来に
ついて考
え、対話
する場。

主に各校の生徒会役員が参加。定期的にビデオ会議でつなが
り、中高生交流会やサミットの司会進行、企画の運営等を実
施。広報誌の制作にも関わる。

生徒の主体的な参加をねらいとした参
加型選択制ワークショップ。8月開催

ふるさと創造学サミット
（サミット実行委員会）

ふるさと創造学の取組を共有し、学びを通じた交流で地域の
つながりをつくる、子どもが主体の学びあいの場。12月開催
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